
市民が誇りを持って、
　安心して暮らせるまちを目指して

予算令和２年度　

南陽市の

令
和
２
年
度
予
算
編
成
は
、
市
民
が
誇

り
を
持
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
、
持
続
的
な
成
長
・
発
展
を
目

指
し
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
に
重
点

的
に
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

諸
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
前
年

比
１
・
０
％
増
の
１
４
８
億
２
千
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
特
別
会
計
で
は
、
前
年
比

２
・
８
％
減
の
76
億
１
４
９
４
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
国
の
施
策
を
注
視
し
、
財
政

の
効
率
化
・
適
正
化
を
図
り
な
が
ら
、
行
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
は
法
人

市
民
税
の
税
率
改
定
の
影
響

に
よ
り
34
億
９
１
２
９
万
円
で
３
５
２
１
万

円
（
１
・
０
％
）
の
減
、
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
の
交
付
実
績
や
各
種

補
正
を
勘
案
し
、
42
億
４
０
６
６
万
円
で

２
億
１
２
７
８
万
円
（
５
・
３
％
）
の
増
を

見
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
が
一
昨
年

度
の
３
億
円
か
ら
昨
年
度
７
億
円
と
飛
躍
的

に
増
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度
同
様

の
寄
付
金
額
を
目
指
し
７
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

市
債
は
、
９
億
８
０
５
０
万
円
で
１
億

１
５
２
０
万
円
（
10
・
５
％
）
の
減
を
見
込

み
ま
し
た
。

依存財源
（61.6％）

自主財源
（38.4％） 繰入金

7 億 6,907 万円
（5.2％）

歳入

県支出金
11 億 8,874 万円

（8.0％）

国庫支出金
18 億 6,324 万円

（12.6％）

地方交付税

42 億 4,066 万円
（28.7％）

市税

34 億円 9,129 万円
（23.6％）

その他交付金等
8 億 5,820 万円

（5.7％）

寄附金・負担金等
14 億 2,830 万円

（9.6％）

一般会計予算総額

148 億 2,000 万円

前年比 1.0% 増

前年度当初予算 146 億 7000 万円
経常収支比率　96.3％　（前年度 93.0%）
実質公債費率　11.5％　（前年度 12.3%）

一般会計の当初予算の推移

30 年度29 年度28 年度27 年度26 年度

（億円）

142 億円

130

140 135 億
4,000 万円132 億

7,000 万円

131 億
700 万円

137 億
7,000 万円

令和
元年度

146 億
7,000 万円

【特集】　令和２年度 施政方針

義務的経費
73 億 7,168 万円

（49.7％）

教育費
14 億 7,045 万円

（9.9％）

民生費
53 億 359 万円

（35.8％）

土木費
17 億 2,396 万円

（11.6％）

投資的経費
10 億 645 万円

（6.8％）

歳出

衛生費
７億 4,482 万円

（5.0％）

公債費
14 億 838 万円

（9.5％）

その他の経費
64 億 4,187 万円
　（43.5％）

総務費
24 億 1,289 万円

（16.3％）

その他（消防費 、農林水産業費、
商工費、議会費、労働費、災害復旧
費 、予備費、諸支出金）
17 億 5,591 万円（11.9％）

歳
出
は
、
総
務
費
が
ふ
る
さ
と

納
税
事
業
費
の
増
に
よ
り

24
億
１
２
８
９
万
円
で
、
３
億
１
４
９
２
万

円
（
15
・
０
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
義

務
的
経
費
に
含
ま
れ
る
人
件
費
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
に
よ
り
市
の
臨
時
職
員

に
か
か
る
費
用
が
物
件
費
か
ら
人
件
費
に

移
行
さ
れ
た
た
め
27
億
１
７
９
０
万
円
で

２
億
３
６
０
５
万
円
（
９
・
５
％
）
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
大
型
事
業
の
完
了
に
よ

り
10
億
６
４
５
万
円
で
３
億
４
５
６
９
万
円

（
25
・
６
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
行
政
費
・
そ
の
他
は
、
南
陽
や
す
ら

ぎ
荘
の
改
築
に
係
る
置
広
事
務
組
合
負
担
金

（
１
億
４
２
３
８
万
円
）
な
ど
の
増
に
よ
り

64
億
４
１
８
７
万
円
で
、
１
億
３
９
５
５
万

円
（
２
・
２
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■企業会計
区分 当初予算額 前年度比

水
道
事
業
会
計

収益的
収支

収入 8 億 5,216 万円 △ 0.9％
支出 8 億 1,330 万円 △ 0.8％

資本的
収支

収入 7,052 万円 1.4％
支出 4 億 4,663 万円 19.5％

※資本的収支の差については、損益勘定留保
資金、減債積立金、消費税および地方消費
税資本的収支調整額で補てん

下
水
道
事
業
会
計

収益的
収支

収入 10 億 5,646 万円 △ 2.5％
支出 10 億 3,525 万円 △ 1.8％

資本的
収支

収入 6 億 5,772 万円 △ 3.7％
支出 10 億 6,978 万円 △ 3.2％

※資本的収支の差については、損益勘定留保
資金、消費税および地方消費税資本的収支
調整額で補てん

特定の収入がある事業については、お金の出し
入れを分かりやすくするため、一般会計とは分
けて管理しています。市には、５つの特別会計
と２つの企業会計があります。

■特別会計
区分 当初予算額 前年度比

国民健康保険 33 億 9,995 万円 △ 2.9％
財産区 8,755 万円 △ 39.0％
育英事業 475 万円 △ 13.4％
介護保険 37 億 2,001 万円 △ 2.9％
後期高齢者医療 4 億　268 万円 13.3％

　
    市の借金は着実に減少

※括弧内は全体に占める
割合を記載しています。

南陽市　当初予算

※当初予算について、詳しくは、
　市ホームページをご覧ください。

令和
２年度

148 億
2,000 万円

市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
に

重
点
的
に
予
算
措
置

歳出は、 1 年間の市の支出です 
歳出予算額を行政目的ごとに分類すると「福祉や医
療などの経費（民生費）」、 「学校教育や生涯学習など
の 経費（教育費）」、「ごみ処理などの経費（衛生費）」
などに分けられます。 
歳出全体に占める割合は民生費が最も高く、予算の
約 3 分の 1 を占めています。 これは、少子高齢化の
進展に伴い、福祉や医療に必要な経費が増えている
ことなどが主な理由です。
歳出のうち、任意に削減することのできない経費（人
件費・扶助費・公債費）のことを『義務的経費』と
いいます。扶助費については高齢化や医療費の増大
などにより年々増加していますが、人件費と公債費
の削減に努めるなど、義務的経費の割合を低くする
取り組みを進めています。 

■一般会計借入残高の推移

30 年度29 年度28 年度27 年度26 年度

165 億
1,400 万円

160 億
4,100 万円

令和
元年度

令和
２年度

151 億
2,900万円　

（見込み）

（億円）

150

160

170

155 億
5,300 万円

154 億
3,300 万円

（見込み )

156 億
4,200 万円

164 億
2,500 万円

市債

9 億 8,050 万円
（6.6％）


